
リス・ベルアド氏、さらに本シンポジウムの成功にご尽力いただいた方々す
べてに深甚なる感謝を捧げる。

シンポジウムでの発表をもとに、その大要をここに無事刊行できたことは
まことに有難く、喜ばしい。章の配列はおおむねシンポジウム当日の順に
拠ったが、図版の版権処理の問題もあり、論考の分量に多少の差が生じたこ
とは読者にも執筆者にもご寛恕願いたい。

岡佳子教授の論考では、江戸初期の京焼のそもそもの発端から、そうした
陶磁器の名品（とりわけ野々村仁清の作品）が海外に流出し、ボストン美術
館をはじめとする美術館に所蔵されていること、それらの調査を通じて逆に
日本における京焼銘品の特定につながる場合があることが説かれている。

マリ＝カトリーヌ・サユット氏は、まず18世紀ヨーロッパの貴顕社会で盛
んになり、19世紀にいたってさらに別趣の流行を見る東洋趣味、日本趣味が
絵画、版画、装飾品にうかがわれること、とりわけ、新しく発見されたワ
トーの版画やエッチングの資料に基づいて、詳細に最近の研究成果を明らか
にされた。

エマニュエル・シュヴァルツ氏は、長い伝統を誇るパリ国立高等美術学校
にはるばる日本からやってきた画学生が、どのように西洋美術と対峙したか、
エコール・デ・ボザールに残る資料や当時の文学作品を通して詳述された。

極東に位置する日本の研究が、はるか離れたフランスにおいてどのように
行われたか。日本研究の草分け的存在で東洋語学校最初の日本語教授を務め
たレオン・ド・ロニーについては、最近新たな研究の光が投げかけられてい
るが、クリス・ベルアド氏はロニーの語学的、文学的、文化的日本研究を、
その生涯や当時の東洋学の状況などを踏まえて論じられた。

まえがき
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柏木加代子氏は、19世紀後半のフランスにおける日本趣味の流行に加え、
日本を舞台にした演劇がパリで上演されてエキゾチスムを喚起している、そ
のようなブルジョワ主義的な風潮に皮肉な一矢を報いるべく、小説家ギュス
ターヴ・フロベールが上演を目指した戯曲にその日本への関心を感得できる
こと、また、この写実主義作家の姪カロリーヌに絵画指導をしたことのある
エコール・デ・ボザールの教授で、のちの学長レオン・ボナの画業や、その
弟子たちの動向をも明らかにされた。

盛田帝子氏は、トロンコワ・コレクション所蔵の絵画の中に近衛家が七夕
の日に宮中へ花扇を送る伝統的行事を描いた『花扇使者図』があるのに着目、
近衛家の陽明文庫に蔵されている同じテーマの絵画との比較を手始めに、こ
の伝統行事の由来やその他同種のテーマを描いた絵画、それに添えられた文
章などを紹介しつつ、それぞれの特色を論じられている。

クリストフ・マルケ氏は、トロンコワ・コレクションがエコール・デ・ボ
ザールだけではなく、いくつかの美術館に分散、保管されていること、その
膨大なコレクションを作り上げたトロンコワの実像とこのコレクションの文
化史的な意義を明らかにしつつ、とくに和本のコレクションの精細な検討を
通じて、その蒐集がいかに意識的なものであり、明治以降の近世文学研究者
たちに先駆けて、江戸出版文化史にきわめて貴重な寄与をなすものであった
かを強調されている。

以上いずれの論文も日仏文学、美術の交流の中に貴重な一石を投じるもの
ばかりで、シンポジウムでは熱のこもった質疑応答が行われたことを付記し
ておく。惜しむらくは、多様で充実した7つの発表をわずか1日に詰め込ん
でしまったため、テーマのさらに深い掘り下げも期待できた憾みが残ったこ
とである。本書の公刊によってその知的飢渇を多少とも癒すことができれば、
編者の1人として慶賀に堪えない。ただ最初の予定では日本語表記による論
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考を掲載するはずであったが、途中フランス人読者の便を考え、また当日の
発表の言語を尊重して、フランス語表記でも掲載することにしたため、時日
の関係で日本語論考のみしか掲載できなかった執筆者に責任者として心から
お詫びしたい。

本書の刊行にあたっては、笹川日仏文化財団に多大のご援助をいただいた。
また毎回「大手前大学比較文化研究叢書」の刊行をお引き受け下さっている
思文閣出版、とりわけ編集の任に当たってくださった三浦泰保さんはじめ、
多くの関係の皆さまに厚くお礼申し上げる。

編者を代表して

大手前大学 交流文化研究所 所長
柏 木 隆 雄

まえがき
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